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★奇偶数変更で 12Q 移動★

妊 娠・出産を機に働き続けるのが難しく仕事
を辞めてしまうという女性もいます。しか

しこれからの社会，お母さんが仕事を辞めてし
まうような環境では先細るばかりです。今月号
の「続・いのちをつなぐひとたち」では株式会
社ワーク・ライフバランスの工藤真由美さんに
インタビューし，助産師から働くお母さんに伝
えてほしいメッセージを教えていただきました。
育児のみならず，今後多くの人が関わるであろ
う介護に関するメッセージもお読みください。

(池田)

1 月号から始まった新連載「現場が変わる！
チームに働きかける母性看護 CNS の実

践」は，導入を漫画で表現しました。文章だけ
でも複雑な事例へ巧みに介入していく母性看護
CNSのスキルの高さがうかがえますが，漫画は
より一層，それを際立たせていると思います。
今後も複雑な問題を抱える妊産婦さんが登場し
ますが，母性看護 CNS の田村助産師がどのよ
うな役割を果たし，水準の高いケアを提供して
いくか，ご期待ください。お団子好きなところ
も注目です！ (竹内)

特集

数十年先まで見据えた周産期のケア
尿失禁や骨盤臓器脱から女性を守る
骨盤底筋群の損傷によって起こる将来の 3 大障害とは 中田真木

分娩時・産後に生じる身体機能低下と骨盤臓器脱
知野陽子，吉田好雄

産後から始める骨盤ケア 田舎中真由美

女性の下部尿路機能を守るための周産期ケア 吉田美香子

助産師ができるペリネケアの実践
日本赤十字社医療センターの取り組み 大野芳江

海外レポート
ブラジル「光のプロジェクト」の今 髙橋優子

TOPICS
「第 34 回分娩研究会」を開催しました
徳永昭輝，平出美栄子，立岡弓子

連載
私たちの仕事場［31］総合病院 国保旭中央病院

宝物，教えてください［39］平出美栄子
現場が変わる！ チームに働きかける母性看護CNSの実践［4］
成田 伸，松原まなみ，ほか

未来の助産師を育てています わたしたちの教育現場［48］
東京医療保健大学 助産学専攻科

りれー随筆［411］松尾真璃
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